
【活動報告】

＜在宅医療・介護連携推進事業 第一回推進チーム連絡会＞

開催日 平成28年9月13日 開催場所 脳神経外科センター会議室
出席者 事業推進委員長 花牟禮 康生 他 推進チーム30名 講師1名 事務局5名

計 36名
司会進行及び取組みについての説明

いちき串木野市医師会コーディネーター 南新 敦子

1 事業についての経緯と事業目的
2 事業達成目標と年間目標
3 事業体制
4 今年度年間計画について

講 演 鹿児島地域振興局伊集院保健所 係長 堀之内 広子
【演題】 在宅医療と介護連携～最後まで望む生活ができる～「いちき串木野市」を目指して

グループワーク
1 自己紹介 司会進行と記録者選出
2 リーダー、サブリーダーの選出
3 チーム名を決める
4 講演を聴いて思ったこと等の意見交換
5 いちき串木野市の現状を踏まえ在宅医療介護連携についての問題点など日頃感じている事
「いつまでも住みたいいちき串木野市キーワードに何が必要か自由に意見を出す。」
KJ法でグループ分けし各グループの発表

（堀之内氏講演）

（推進委員長のあいさつ）

（推進副委員長のあ
いさつ）

（推進チームグループワーク）



それぞれのグループ名が決定しました！
1退院支援、看取りについて取組むチーム→お家に帰ろう班
2地域資源調査や広報について取組むチーム→チームCKH
3関係機関への研修等を企画担当するチーム→チームトレプラ

※グループに分かれてそれぞれ課題に向けて話し合いました。

（お家に帰ろう班） （チームCKH）

（チームトレプラ）

（チームの発表風景）


